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Abstract　　We conducted optical microscopy, infra-
red spectroscopy and SEM-EDS analysis of the lacquer 
layers on the wooden coffins excavated from King 
MuRyeong's Tomb. We found four varnishing methods 
according to the sub-materials of lacquer layers: The 
lacquer of wooden coffins with black paint layer on the 
surface were classified with two groups; single layer 
and three layers. The lacquer of wooden coffins without 

black paint layer on the surface were classified with two 
groups; single layer and two layers. IR spectra of the 
laquer were same as those of the oriental laquer. The 
SEM-EDS analysis showed that the lacquer layers were 
mixed with iron, copper and calcium.

東アジアの古代漆器にみられる骨粉下地

岡田文男

　本特集によって韓国で発表された漆芸品の塗膜分

析の結果が日本語に翻訳され、韓半島における初期

鉄器時代から高麗時代までの漆芸技術の変遷が容易

に把握できるようになった意義は大きい。韓半島に

おける出土漆器の塗膜分析は、韓国国立中央博物館

の李
イ  ヨ ン ヒ

容喜（当時）が 1980 年代に始めたものである。

李は、初期鉄器時代における茶戸里遺跡の漆器や、

韓国国立中央博物館に収蔵されていた楽浪漆器の分

析を手始めに、同僚らとともに原三国時代、三国時

代、統一新羅時代、高麗時代と研究対象を拡げ、韓

半島における漆芸技術の変遷の解明を試みてきた。

それらにより、茶戸里遺跡より出土した漆器の下塗

りに黒色顔料であるススを入れた技法がみられ、そ

れが同時期における北部九州地方の漆器の塗膜分析

結果と対応すること、楽浪漆器の分析で貞梧洞 19

号墳出土の盤や、同 127 号墳出土の皿の下地に骨

粉が用いられ、王
お う く

盱墓（東京大学文学部博物館蔵）

より出土した「蜀郡西工」銘のある漆器の下地と相

違することが判明した。

　漆器の下地に骨粉を混和する技法（これを骨粉下

地と仮称する）は中国において漢代までに発明され

たものであるが、近年、その骨粉下地がモンゴルの

匈奴墓より出土した「考工」銘のある漆器で確認さ

れた［okada2019; otani2019］。骨粉下地は岡田の

調査によって宮廷御用漆器をはじめ、高級漆器に用

いられたことが判明しており、東アジアにおける漆

芸技術の変遷を考えるうえで、まさにキーワードと

いえるのである。

　李
イ  ヨ ン ヒ

容喜グループをはじめとする一連の塗膜分析に

より、韓半島南部において骨粉下地は三国時代の法

泉里百済古墳（4 世紀）、新羅皇南大塚古墳（５世紀）、

百済武寧王陵（6 世紀）、統一新羅雁鴨池（7~8 世紀）、

高麗漆器（12 世紀）などで確認されている。それ

らのことから、骨粉下地は韓半島における漆器制作

技術の重要な技法となったとみられる。しかしなが

ら、骨粉下地の技術がいつ頃、韓半島に定着したの

か、その点について、現在の分析手段では未解明な

ままである。ちなみに日本では、骨粉下地は飛鳥水

落遺跡の導水管保護材、滋賀県松
ま つ ば ら な い こ

原内湖遺跡の卷胎

漆器など、ごくわずかに確認例があるだけで、９世

紀以後は未見である。このことから、骨粉下地の技

術は日本に定着しなかった可能性が高いと考えられ

る。仏教伝来とともに様々な技術が日本に伝えられ

た中で、韓半島で受容された骨粉下地の技術がなぜ

日本に伝播しなかったのか、そのあたりの解明は今

後の課題といえる。( 引用文献は p.189 参照 )
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